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 version 4 操作マニュアル」には、一部未定の内容を含んでおります。 
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社内限定とさせて頂き、第三者への提供はお控えくださるようお願い申し上げます。
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はじめに 

  

本マニュアルでは、シカゴ・マーカンタイル取引所（Chicago Mercantile Exchange、以下「CME」と

いいます。）が提供しているパソコン上で SPAN 証拠金計算を実施するためのソフトウェア、

PC-SPAN

®

 version 4 （以下「PC-SPAN」といいます。なお、過去のバージョンと区別する場合、

「PC-SPAN4」と表記します。）の操作方法について、CME が HP 上で公開している「PC-SPAN

®

 

version 4 -- Online Guide」などの資料をもとに日本語で解説しています。 

 

 

 

（引用） 

・「PC-SPAN

®

 version 4 -- Online Guide」 

 http://www.cme-ch.com/span/span4/doc/span4_help_index.htm 

 

・「Documentation, Upgrades and Other Resources」 

http://www.cmegroup.com/clearing/risk-management/span-use.html 

 

・「SpanPosConv Utility Documentation」 

 

・「SpanReporter Utility Documentation」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごごごご注意注意注意注意 

「SPAN

®

 及び PC-SPAN

®

は、CME に登録された商標です。当マニュアルにおける使用は許諾 

されていますが、CME はいかなる者もしくは団体による SPAN の利用について，一切の責任 

を負いません。 

なお、当マニュアルの記載内容については、CME が公表する内容が優先し，これらは予告 

無しに変更することがありますので，ご注意下さい。」 
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第１章 PC‐SPAN とは 

 

(1) PC-SPANの概要 

PC-SPAN とは、パソコン上でSPAN 証拠金計算を行なうことができるアプリケーションソフト

です。PC-SPAN4は、グラフィカル・ユーザー・インターフェイスを採用しており、視認性と操作

性において、多くの新しい点があります。しかし、基本的な機能や全体的な証拠金処理プロセ

スについては過去のバージョンと差がありません。これまでのPC-SPAN 同様、PC-SPAN4 も

次のような機能を持っています。 

 

� 特定の時点（通常、当該営業日を指します）、特定取引所グループ（通常、取引所または

清算機関を指します。ただし、クロスマージン協定または他の証拠金業務グループを指す

こともあります。）についてのSPANリスク・パラメータ・ファイルの読込み。 

 

� ポートフォリオおよび当該ポートフォリオに係るポジションの入力、またはデータファイルか

らのポートフォリオ／ポジション情報の読込み。 

 

� 証拠金所要額の計算。 

 

� オンラインでの証拠金所要額計算結果確認、当該結果の印刷、および当該結果のファイ

ル出力。 
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(2) PC-SPANにおける概念 

PC-SPAN4 には、従来のバージョンと同様にexchange complex（取引所グループ）の概念が

あります。exchange complex（取引所グループ）とは、(1)清算機関または証拠金計算の対象と

なる取引所、または(2)クロスマージン協定等、１つまたは複数の清算機関または取引所が参

加する他の証拠金業務グループをいいます。 

 

combined commodities（商品グループ）の概念も、従来のバージョンと同様に使用します。取

引所グループは固有にcombined commodities（商品グループ）を持っており、当該取引所グ

ループで清算される各商品は、特定の商品グループに割り当てられています。 

PC-SPAN ユーザの多くは、final end-of-day settlement（最終決済）またはearly(preliminary) 

end-of-day settlement（暫定決済）の各タイミングでデータ処理を行っていますが、中には、

intraday points in time（日中のポイント・イン・タイム）で処理しているユーザもあります。こうし

た点を考慮し、PC-SPAN4 でも、従来同様、最終決済/暫定決済のintraday points in time（日

中のポイント・イン・タイム）を識別するためにpoint in time（ポイント・イン・タイム）という言葉を

使っています。 

 

ポートフォリオに含まれている各商品グループについて、商品グループリスク額の内容を確認

することができます。これらは通常、維持証拠金と当初証拠金に分かれます。 

ある一つの商品グループのSPAN証拠金は、scan risk（スキャン・リスク額）、intracommodity 

spread charge（商品内スプレッド割増額（従来、限月間スプレッド割増額（intermonth spread 

charge またはcalendar spread）と呼ばれていたもの））、delivery month charge（最終決済証拠

金額）、intercommodity spread credit（商品間スプレッド割引額）、short option minimum（売オ

プション最低証拠金額）で構成されています。SPAN証拠金額の計算では、まずスキャン･リス

ク額、商品内スプレッド割増額、最終決済証拠金額の合計を算出し、この合計から商品間ス

プレッド割引額を差し引きます。その後、この計算結果を売オプション最低証拠金額と比較し、

大きい額をSPAN証拠金額とします。 
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第２章  PC-SPANのインストール 

 

(1) 推奨環境 

① ソフトウェア 

PC-SPANは Microsoft の以下に示すバージョンのソフトウェア上で作動します。 

・ Microsoft Windows 95, 98 ,Windows NT 4.0 、またはそれ以上(Windows2000/ XP) 

・ Microsoft Internet Explorer ver.5.0 、またはそれ以上 

 

② プロセッサ 

PC-SPANの実行速度は、プロセッサの処理能力、処理対象となるアカウントの規模や数、お 

よび保有する異なる商品（インストルメンツ）の数などに依存します。 

 

③ メモリ 

最低限 32MB の RAM を必要とします。 

PC-SPANのパフォーマンスは有効な RAM の容量に影響を受けます。 

 

④ ディスク容量 

PC-SPAN のインストール自体には、約 18MB のディスク容量が必要になります。それに加え、

PC-SPAN は Microsoft DCOM や MDAC コンポーネントのインストールを必要としますので、

PC-SPANのインストール自体以外に必要な容量は、PC-SPANを利用するPCに既に何がイ

ンストールされているかによって異なります。 

 

(2) インストール手順 

PC-SPANは、CMEの以下 Webサイトからダウンロードで購入することができます。 

http://www.cmegroup.com/clearing/risk-management/span-purchase.html 

なお、希望する場合は、別途配送料を支払うことにより、CD-ROM で購入することも可能です。 

 

① PC-SPANのダウンロード 

� インターネットからのダウンロード 

上記WebサイトからPC-SPANを購入すると、ファイルをダウンロードするためのURL、ログ

インID、およびログイン・パスワードがメールで通知されますので、当該サイトにログインし、

PC-SPAN softwareをダウンロードします。 
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� CD-ROMからのダウンロード 

インストールするPCで動作中のプログラムを全て終了し、PC-SPANのCD-ROMを

CD-ROMドライバに挿入します。次に、「Start（スタート）」メニューをクリックし、「ファイル名

を指定して実行」を選択します。 

 

② ダウンロードファイルの実行 

“PCSPAN-4.5.499.exe”をダブルクリックし、「実行」を選択します。 

インターネット・エクスプローラVer.5.0またはそれ以上がインストールされている場合は、以下

のポップアップ画面が表示されますので、「Next(次へ)」ボタンを選択します。 

セットアップを中断する場合は「Cancel(中断)」を選択し、セットアップを中止します。 

 

選択 
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以下のSoftware License Agreement（ソフトウェア・ライセンス・アグリーメント）が表示されたら

内容を確認し、同意する場合は「Yes（同意する）」を選択します。（「No(いいえ)」を選択した場

合はインストールが中止されます。） 

 

※上図、Software License Agreementの記載内容 

 

PC-SPAN＋PCクレジット・ソフトウェア・ライセンス合意書 

選択 

このソフトウェアをインストールする前に、以下の契約条項を注意深くお読みください。こ

のソフトウェアをインストールすることは、ソフトウェアライセンスおよびソフトウェアの保証

にかかる免責条項を含む本契約条項（以下、まとめて「本契約書」と呼ぶ）に拘束される

ことに同意されたとみなされます。 

本契約書は、お客さまとシカゴ・マーカンタイル取引所との間に完全な同意を構成しま

す。本契約に同意されない場合は、このソフトウェアをインストールしないでください。この

場合、本ソフトウェアおよびその一部である他の品目（文書を含む）を速やかにシカゴ・マ

ーカンタイル取引所（30 Sounth Wacker Drive, Chicago IL 60606, USA））に返品してく

ださい。お支払いいただいた全金額を返金いたします。 
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③ PC-SPANプログラムのインストール 

i) PC-SPAN をダウンロードする場所を選択します。デフォルトは「C:\Span4」となっています

が、変更する場合は「Browse（参照）」ボタンを選択し別の場所を指定します。デフォルトの

フォルダに保存する場合は、「Next(次へ)」ボタンを選択します。 

 

 

ii) インストールオプションを選択します。初めて PC-SPAN をインストールする場合は

「Standard（標準）」を選択し、「Next(次へ)」ボタンを選択します。 

 

 

選択 

選択 

PC-SPANは以下のフォルダにインストールされます。 

このフォルダにインストールする場合は Next(次へ)をクリックしてください。別のフォルダに

インストールする場合は Browse（参照）をクリックして別のフォルダを指定して下さい。 

このセットアップでは、全てのオプ

ションをインストールします。この

選択が、既定及び推奨となってい

ます。 

ファイルをインストールするフォルダを選択してください。 

インストールの種類を選択してください。 
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iii) スタートメニューに表示する PC-SPAN のフォルダ名を指定します。デフォルトは

「PC-SPAN®」となっています。次に「Next(次へ)」ボタンを選択すると、PC-SPAN のインス

トールが開始されます。 

 

 

次に、「Would you like to place an icon for running PC-SPAN on your Desktop?(デスクトッ

プにアイコンを作成しますか？)」とポップアップ画面に表示されるので、デスクトップにアイ

コンを作成し表示する場合には「はい（Ｙ）」を選択して下さい。 

 

フォルダを選択してください。 

選択 
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④インストールの終了 

最後に、「Finish（完了）」を選択しインストールを終了します。 

  

  

  

参考 

PC-SPANのアンインストール 

PC-SPAN をアンインストールする場合は、Windows のコントロール・パネル、「プログラムの

追加と削除」により、簡単に削除することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択 

インストール・ウィザードの完了 

 

インストール・ウィザードで PC-SPAN は正常に

インストールされました。ウィザードを閉じるには

「Finish(完了)」をクリックして下さい。 
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第３章  PC-SPANの基本動作 

 

(1) PC-SPANの起動 

他の Windows のプログラム同様、PC-SPAN は以下の方法で起動することができます。 

� 「スタート」メニューから選択して起動。 

� デスクトップまたはタスクバーに作成されたショートカットから起動。 

� PC-SPAN がインストールされているフォルダの「bin」サブフォルダの span.exe を実行して

起動。 

� 拡張子「.spn」の SPAN ファイル（このファイルについては、以下で詳しく説明します）を開い

て起動。 

 

(2) PC-SPAN の基本画面 

PC-SPAN を起動すると 3つのタブを持つメインウインドウが開きます。 

  タブはクリックして（またはメニューの「View（表示）」で選択して）、いつでも任意のタブに切り換 

えることができます。 

� 【Data Window（データウインドウ）】 

SPAN リスク・パラメータ・ファイル（以下、「リスクパラメータファイル」といいます。）の

読込み、ポートフォリオとポジションの設定、証拠金所要額の計算を行うためのタブです。 

� 【Reports（レポート）】 

レポートの確認と印刷を行うためのタブです。 

� 【Documentation（ドキュメンテーション）】 

PC-SPAN のオンライン・ドキュメンテーションを表示するタブです。 

 

〔PC-SPANの基本画面〕 

 

 

 

 

 

3つのタブ 



 12 

(3) SPAN ドキュメントのコンセプト 

PC-SPAN を起動するとデータウインドウに空白の SPAN ドキュメントが表示されます。 リス

クパラメータファイルの読み込み、ポートフォリオポジションの入力、証拠金所要額の計算等の

作業を行うと、SPAN ドキュメントが編集されます。 

マイクロソフト社の Word や Excel あるいは他の Windows アプリケーションと同じように、この

SPAN ドキュメントもメモリ（RAM）上に読み込まれています。しかし、その内容が自動的にハー

ドディスクやフロッピーディスクに保存されることはありません。保存の操作を行った場合に限

って保存されます。 

ディスクに保存する場合、SPAN ドキュメントには任意のファイル名を付けることができますが、

最後の「拡張子」は「 .spn」になります。SPAN ドキュメントのデフォルトのファイル名は

「span.spn」になっています（変更せずにこのままの名前で利用することもできます）。 

（PC-SPAN をインストールすると、Windows に「.spn」というファイルタイプが「登録」され、

「.spn」という拡張子が付いたファイルは SPAN ドキュメントであると認識されます。エクスプロ

ーラで SPAN ドキュメントをダブルクリックすると、PC-SPAN が自動的に起動して、ダブルクリ

ックした SPAN ドキュメントが開きます。） 

SPAN ドキュメントは、任意の名前でいくつでもディスクに保存することができます。ディスクに

保存してある SPAN ドキュメントについて作業を再開したいときは、次のように行なうことがで

きます。 

� エクスプローラ（またはそれに相当するプログラム）を使用して開始する場合、SPAN ドキ

ュメントを探し出して実行します。既に説明したように PC-SPAN が起動し、選択した SPAN 

ドキュメントが開きます。 

� PC-SPAN が起動した状態で、メニューから「File Open（ファイルを開く）」を選択、またはツ

ールバーの「Open (開く)」ボタンをクリックすると「Open (開く)」ダイアログボックスが表示さ

れます。希望の SPAN ドキュメントをダブルクリック、または選択して「Open (開く)」ボタンを

クリックしてください。デフォルトでは、SPAN ドキュメントは PC-SPAN がインストールされ

ているフォルダの「Data （データ）」フォルダ配下に保存されるようになっていますが、任意

の場所に保存することが可能です。PC-SPAN では「シングル・ドキュメント・インターフェイ

ス」を採用しており、一度に開くことができる SPAN ドキュメントは 1 つに限られています。

ただし、同時に複数の PC-SPAN を起動することができるようになっていますので、現在作

業中の SPAN ドキュメントを開いたまま別の SPAN ドキュメントの作業を新たに行う場合

には、もう一つ PC-SPAN を起動してください。この場合、最初に開いた SPAN ドキュメント

の内容を保存後、そのドキュメントに変更を行った状態で、新規の SPAN ドキュメントを開

こうとすると、変更を保存するかどうかの確認メッセージが表示されます。 
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(4) Data Window（データウインドウ）での作業 

 データウインドウでは SPAN データがツリー構造で表示されます。この機能は、Windows の

エクスプローラや他のソフトウェアと同様に、階層的にデータを見ることができるようになってい

ます。ノードと呼ばれるデータエレメントの左側に「+」マークが表示されている時は、そのノード

を展開することができることを示しています。「+」マークをクリックしてノードを展開すると、その

下の階層のデータを見ることができます。ノードが展開されているときは「+」マークが「-」マーク

に変わります。「-」マークをクリックするとノードは折りたたまれて、先ほどまで表示されていた

下の階層のデータは見えなくなります。 

キーボードからもツリービューを操作することができます。「↑」または「↓」キーを使ってノー 

ドを上下に移動します。展開可能なノードで「→」キーを押すとそのノードが展開されます。折り 

たたむときは「←」キーを押します。 

Portfolio（ポートフォリオ）や contract（商品）等、ツリー状のデータ項目の中にはプロパティを 

持つものもあります。プロパティを表示させるには、いくつかの方法があります。そのデータ項 

目が選択された状態であれば、「Enter」または「Alt」+「Enter」で開くことができます。データ項

目をダブルクリックしても開くことができます。あるいは、シングルクリックでそのデータ項目を

選択した後、右クリックで「コンテクスト」メニューを出して「プロパティ」を選択する方法もありま

す。ツリービューで表示されるデータの構造は次のようになっています。 

� 一番上のレベルには SPAN ドキュメント全体を示すノードが表示されます。 

� その下にはデータが読み込まれた各 point in time（ポイント・イン・タイム）のノードが表示さ

れます。 

� point in time(ポイント・イン・タイム)のノード毎に二つの項目が表示されます。一つは、その

point in timeに定義されたポートフォリオ、もう一つは、point in time に関して読み込まれた

exchange complexes（取引所グループ)が表示されます。 

 

(5) 基本操作 

① リスクパラメータファイルを開く 

SPAN ドキュメントに読み込むツールバーの「Load (読込み)」をクリック、またはメニューから

「File Load (ファイルの読込み)」を選択、またはキーボードで「Ctrl」+「L」を押すと「Load File（フ

ァイルの読込み）」ダイアログボックスが開きます。読み込むファイルを選択してから「Open 

(開く)」ボタンをクリックしてください。 

 

② ディスクに保存されている SPAN ドキュメントを開く 

ツールバーの「Open(開く)」をクリック、またはメニューから「File Open (ファイルを開く)」を選択、

またはキーボードで「Ctrl」+「O」を押すと「Open(開く)」ダイアログボックスが開きます。開きた

いファイル（拡張子「.spn」が付いたファイル）を選択してから「Open(開く)」をクリックしてくださ

い。 
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注意 

変更した SPAN ドキュメント（未保存）が開いているときに別の SPAN ドキュメントを開く操作

を行うと、新しいドキュメントを開く前に、現在開かれている変更済ドキュメントを保存するかど

うかの確認メッセージが表示されます。 

 

③ SPAN ドキュメントの保存 

ツールバーの「Save(保存)」をクリック、またはメニューから「File Save(保存)」を選択、または

キーボードで「Ctrl」+「S」を押してください。当該 SPAN ドキュメントが初めて保存するもので

ある場合は「Save As(名前を付けて保存）」ダイアログボックスが開きます。ドキュメントに名前

を付けてから任意のディスク、フォルダに保存してください。 

 

注意 

SPAN ドキュメントのデフォルトの保存先は、PC-SPAN がインストールされているフォルダの

下にある「Data（データ）」サブフォルダですが、それ以外に、任意の場所に保存することが可

能です。 

以前から既に存在していた SPAN ドキュメントの場合も、「Save As(名前を付けて保存)」を使

って新しい名前で保存、または新しい場所に保存することができます。 

 

④ 現在の SPAN ドキュメントをクリアし、新しい SPAN ドキュメントを開く 

ツールバーの「New (新規作成)」ボタンをクリック、またはメニューから「File New（新しいファイ

ル）」を選択、またはキーボードで「Ctrl」+「N」を押してください。 

 

⑤ 現在の SPAN ドキュメントから特定の point in time（ポイント・イン・タイム）のデータを削除す

る 

ツリー上で削除したい point in time（ポイント・イン・タイム）を選択し、そこで右クリックしてコン

テクストメニューを出してから、「Delete（削除）」を選択してください。 

 

(6) ログビュー（Log View）を使用する 

「View（表示）」メニューの「Log（ログ）」をクリックすると「Log View（ログビュー）」の表示と非表

示を切り換えることができます。これまでの PC-SPAN の「calculation log（計算ログ）」と「load 

log（読み込みログ）」と同じ機能を持っていますが、更に改善を加えています。ログビューの一

番上を上下にドラッグすると、「Log View（ログビュー）」の大きさを変えることができるようになっ

ています。 
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第４章  SPAN リスク・パラメータ・ファイル 

 

(1) リスクパラメータファイルの入手 

PC-SPAN でポートフォリオを作成するためには、事前にリスクパラメータファイルを入手し、

PC-SPAN に読み込まなくてはなりません。リスクパラメータファイルは、JCCH システム会員画

面、以下の JCCH の Webサイト、および CME の Webサイトからダウンロードすることができま

す。 

【JCCH】http://www.jcch.co.jp/span/ 

【CME】ftp://ftp.cmegroup.com/span/data/jcch/ 

 

(2) リスクパラメータファイルの種類 

PC-SPAN に取り込み可能なリスクパラメータファイルには以下３つのフォーマットが存在し、通

常は圧縮ファイル（zip ファイル）で提供されています。JCCH では、下記②「pa2」の形式のリス

クパラメータファイルに対応しています。 

① unpacked（標準フォーマット）：*.par （例）jcch1222.par 

② expanded unpacked（拡張フォーマット）：*.pa2 (例)    jcch1222s.pa2 

③ XML-based SPAN file format （XML フォーマット）：*.spn （例）jcch.20101222.s.cust.spn 

 

� リスクパラメータファイル名について： 

通常、リスクパラメータファイル名は以下のように識別されます。 

＜２０１０年１２月２２日の JCCH の拡張形式のリスクパラメータファイルファイル名の例＞ 

A は清算機構の略称、B はファイルの発行日、C はファイルのサイクルコード（発行タイミン

グ）を示します。サイクルコードには主に以下の種類がありますが、取引所によっては独自

のサイクルコードを用いている場合もあります。 

＜サイクルコードの表示例＞ 

”e”(アーリーファイル)、“f”(ファイナルファイル) 

 

 

 

 

注）Bは、YYYYMMDD の形式となります。 

 

jcch.20101222 .e.pa2.zip（ファイル名） 

A B C 

↓ ↓ ↓ 
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(3) リスクパラメータファイルの読み込み 

PC-SPAN にリスクパラメータファイルを読み込む前に、入手したリスクパラメータファイルを解

凍し、「C:\Span4\Data」（または任意のフォルダでも可）に保存します。 

� PC-SPANを起動し、「File（ファイル）」→「Load File(s)（ファイルの読み込み）」を選択するか、

メニューバーの Load アイコンを選択しクリックすると、読み込むリスクパラメータファイルを

選択する以下の画面が表示されます。次に、読み込むリスクパラメータファイルを指定し、

「開く（O）」を選択するとリスクパラメータファイルが読み込まれます。 

� このとき、「C:\Span4\Data」にリスクパラメータファイルを保存しておくと選択する画面が表

示されますが、任意のフォルダに保存していた場合は開くファイルの場所を指定する必要

があります。 

〔リスクパラメータファイルの選択画面〕 

 

 

読み込み完了後、Span フォルダをクリックすると、以下のように読み込んだリスクパラメー

タファイルの清算機関名が、下記基本画面の作業エリアに Exchange Complexes（取引所

グループ）配下に表示されます。 

 

 

Data フォルダに置かれた読み込み可能なリス

クパラメータファイルの候補が表示されます。 

（2009年 9月 24日最終決済） 
（ポートフォリオ） 

（取引所グループ） 
（清算機関） 
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第５章  ポートフォリオの作成 

 PC-SPAN でポートフォリオを作成するには、PC-SPAN のポートフォリオ入力画面から直接作成

する方法とファイルから PC-SPANに読み込み作成する方法との２種類があります。 

 入力が必要となるポートフォリオの画面タブには、以下の２つがあります。 

� 「Portfolio Data（ポートフォリオ・データ）」タブ 

ポートフォリオの名称、アカウントタイプ、通貨など基本的な情報が入力できます。 

� 「Positions(ポジション)」タブ 

当該ポートフォリオが保有する商品、限月ごとのネット・ポジションの情報が入力できます。 

 

(1) PC-SPANのポートフォリオ入力画面から直接作成する方法 

① ポートフォリオ入力画面を開く 

リスクパラメータファイルを PC-SPAN に読み込んだ後（P.16(3)を参照）、基本画面のメニュー

タブ「File（ファイル）」→「New Portfolio（新しいポートフォリオ）」を選択するか、メニューバーの

NNNN アイコンを選択しクリックすると、以下のように Portfolio Data（ポートフォリオ・データ）の入

力画面がポップアップで表示されます。 

 

※JCCH における SPAN 計算を行う場合に、必須または任意で入力する項目のみ日本語翻

訳を併記しています。 

 

（親アカウント） 

（クリアリング・ファーム(ポートフォリオ名)） 

（アカウント） 

（アカウントタイプ） 

（ポートフォリオ通貨） 

（セグメントタイプ） 
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② 「Portfolio Data(ポートフォリオ・データ)」タブの入力 

「Portfolio Data（ポートフォリオ・データ）」タブには、証拠金所要額の計算のために入力が必

須となる項目と、オプションの項目（入力がなくても計算結果に影響しない項目）があります。 

必須項目の入力 

� Clearing Firm（クリアリング・ファーム） 

当該ポートフォリオを特定するための任意で一意の名前を入力します。 

（例）JCCH 

� Account Type（アカウントタイプ） 

Customer(顧客)、Clearing（清算機関）、Omnibus（オムニバス）の中から該当するアカ

ウントタイプを選択します。このとき、親ポートフォリオの場合は、Omnibus（オムニバ

ス）アカウントの中から選択します。 

� Portfolio Currency（ポートフォリオ通貨） 

ポートフォリオで表示させる通貨を選択します。通常は「JPY-JAPANESE YEN(日本

円)」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 19 

 参考 

オプション項目の入力 

以下に示すオプション項目は、JCCH での証拠金所要額の計算には直接必要のない項目です

ので、通常は、以下のデフォルト設定のままにしてください。 

� Parent Account（親アカウント） 

Parent Account（親アカウント）で特定のポートフォリオを指定すると、指定したポートフォリ

オが作成中のポートフォリオの上位に親ポートフォリオとして設定されます。親ポートフォリ

オを指定すると、親ポートフォリオを指定した複数のポートフォリオを親ポートフォリオ配下

の１つのグループとして管理することができます。ただし、Parent Account（親アカウント）で

親ポートフォリオを指定するには、Account Type（アカウントタイプ）に”Omnibus Speculator

（オムニバス・スペキュレータ）”が設定された親となるポートフォリオが先に作成されていな

ければなりません。（親ポートフォリオの作成方法は、Parent Account（親アカウント）に何も

設定しない以外は、通常のポートフォリオの作成方法と同じです。） 

特に親ポートフォリオを指定しない場合は、デフォルト設定「None（該当なし）」とします。 

� Account（アカウント） 

上記の Clearing Firm（クリアリング・ファーム）で入力した同じポートフォリオ名で複数アカウ

ント分に分けてポートフォリオを作成したい場合に、ここに任意の名前を指定します。特に

指定しない場合は、デフォルト設定「New Portfolio（新しいポートフォリオ）」とします。 

 

� Seg Type（セグメント・タイプ） 

通常、デフォルト設定「N/A（該当なし）」を選択してください。 

� Qualified Institutional Buyer（適格機関投資家）／Normal for GSCIER（ノーマル・フォー・ 

GSCIER） 

CME のみ利用しますので、デフォルト設定(両方にチェックを入れた状態)とします。 

� Ledger Balance（レジャー・バランス） 

顧客が証拠金として差し入れている金銭の額。 

通常、デフォルト設定「0.00」としてください。 

� Open Trade Equity（オープン・トレード・イクイティ） 

顧客の先物取引についての計算上の損益額(すべての先物取引について約定値段と清 

算値段の差に相当する金額を合計した額)。 

通常、デフォルト設定「0.00」としてください。 

� Securities on Deposit（充用有価証券評価額） 

顧客が証拠金の代用として参加者に差し入れている充用有価証券の評価総額。 

通常、デフォルト設定「0.00」としてください。 

 

以上で「Portfolio Data（ポートフォリオ・データ）」タブの入力は完了です。 
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③「Position（ポジション）」タブの入力 

次に、基本画面の「Portfolio Data（ポートフォリオ・データ）」タブの横にある「Positions（ポジショ

ン）」タブをクリックし、ポジション情報を入力します。 

i) 必須項目 

Exchange（取引所）、Product(商品)、Product Type（商品タイプ）、Option Series（オプショ

ン・シリーズ）の各項目から、当該ポートフォリオに入力する項目を選択し、商品契約ごとに

ネット・ポジションの数を手動で入力します。 

〔先物入力例〕 

先物の場合は、限月ごとのネット・ポジションを、買い越しの場合は正の値として、売り越しの

場合は負の値として入力します。 

 

〔オプション入力例〕 

オプションは、Call（コール）/Put（プット）に分けてネット・ポジションを、買い越しの場合は正の

値として、売り越しの場合は負の値として入力します。 

 

Put(プット)の 40買い 

（ポジション有りの商品） 

（取引所） （商品タイプ） 

（商品） （オプション・シリーズ） 

CME-CBOT大豆ミール先物 ネット・ポジション 

2009年 10月限 30枚買い 2010年 1月限 40売り 

CME-CBOT大豆ミール先物 ネット・ポジション 

2009年 10月限 30枚買い 2010年 1月限 40枚売り 

（取引所） 
（ポジション有りの商品） 

（商品） 

（商品タイプ） 
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ii) その他表示機能 

「Contract With Position（ポジション有りの商品）」をチェックすると、以下の通り、選択して

いる Product（商品）にネット・ポジションが入力されている行のみが表示されます。  

 

 

また、「All Positions for Selected Exchange Complex（選択された取引所に存在する全ての

ポジション）」をチェックすると、選択した取引所の当該ポートフォリオが持つ全てのネット・

ポジション情報が表示されます。 

 

（取引所） 

（選択された取引所に存在する全てのポジション） 

（ポジション有りの商品） 

（取引所） 
（商品タイプ） 

（商品） 
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③ ポートフォリオの保存 

ポジション情報を入力したら、「OK」ボタンを押下し、ポートフォリオを保存します。保存したポ

ートフォリオは、基本画面で以下のように赤色で表示されます。（赤色は証拠金計算を行う前

の状態にあるポートフォリオであることを意味します。） 

 

 

④ ポートフォリオ・データの編集 

上記に示すようにポートフォリオを保存した状態で、編集したい場合は、当該ポートフォリオ上

にカーソルを置いた上で、メニューバーアイコンの P を押下するか、「File（ファイル）」→「Edit 

Positions（ポジションの編集）」を選択し、ポジション入力画面を開くことができます。 

 

 

 

 

証拠金計算実行前は

赤色で表示されます 

編集時に選択 編集時に選択 
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⑤ ポートフォリオ・データの削除 

作成したポートフォリオ・データを削除する場合は、当該ポートフォリオ上にカーソルを置いた

状態で、右クリック→「Delete（削除）」から削除するか、メニューバーの「Edit（編集）」→

「Delete Del（削除）」を選択すると、当該ポートフォリオを削除することができます。 

 

 

(2) ファイルから PC-SPANに読み込みポートフォリオを作成する方法 

① PC-SPANユーティリティ（SpanPosConv.exe）のダウンロード 

ファイルから PC-SPANにポートフォリオ作成に必要なデータを読み込んでポートフォリオを作

成するには、PC-SPANユーティリティプログラム（SpanPosConv.exe）が必要になります。 

SpanPosConv.exe を入手するには、PC-SPAN の購入後、PC-SPAN をダウンロードするため

に通知される URL にログオンし、SpanPosConv.exe（ユーティリティプログラム本体）および

SpanPosConv Utility Documentation（利用解説書）をダウンロードします。 

なお、SpanPosConv.exeを起動するには、PC-SPANがダウンロードされているPCにあらかじ

め Microsoft .NET Frameworkをインストールしておく必要があります。  
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② CSVポートフォリオ・データ・ファイルの作成 

ポートフォリオの作成に必要な以下のデータ項目を Excel シートに入力し、csv 形式で保存す

ることにより、PC-SPAN に読み込むデータファイルを作成します。（入力するデータ項目は、

取引所の単位に１行空けて作成します。） 

 

� コラム A : date：日付（yyyymmdd） 

� コラム B : isSetl：帳入または日中フラグ（通常、デフォルト”1”を入力） 

� コラム C : firm：ポートフォリオ名(ポートフォリオの Clearing Firm に該当する情報) 

� コラム D : acctid：アカウント番号（ポートフォリオの Accountに該当する情報） 

� コラム E : acctType：アカウントタイプ（ポートフォリオの Account Typeに該当する情報。 

例えば”Member”であれば”M”、”Speculator”であれば”S”、”Hedger”であれ 

ば”H”） 

� コラム F : isCust：通常”1” 

� コラム G : seg：通常”CUST” 

� コラム H : currency：通常”JPY” 

� コラム I : ec：ポートフォリオ取引所の略称名でリスクパラメータファイル読み込み時に 

PC-SPAN Data Window画面の Exchange Complexes配下に CCCC として表示されて 

いる取引所の略称名。（例）25ページ画面例では”CME” 

� コラム J : cc：商品グループコードで、リスクパラメータファイル読み込み時に PC-SPAN  

Data Window画面の Combined Commodities配下の CCCC として表示されている略 

称名。（例）25ページ画面例では”01” 

� コラム K : exch：取引所の略称名で、リスクパラメータファイル読み込み時に PC-SPAN  

Data Window画面の Exchanges配下の EEEE として表示されている取引所の略称 

名。（例）25ページ画面例では”CBT” 

� コラム L : pfCode：プロダクトファミリーコードで、リスクパラメータファイル読み込み時に 

PC-SPAN Data Window画面の各取引所配下の Physical Products /Future  

Products/Combination Products /Option Products 配下の PPPP として表示されて 

いるプロダクトの略称名。（例）25ページ画面例では”6Q” 

� コラム M : pfType：プロダクトファミリータイプで、先物は”FUT”、オプションは”OOF” 

� コラム N : pe：当該商品の限月（YYYYMM） 

� コラム O : undPe：当該オプションの原商品限月（YYYYMM）。先物の場合は空欄。 

� コラム P : o：オプション権利コードで、”C”（コール）または”P”（プット） 

� コラム Q : k：オプション権利行使価格 

� コラム R : net：ネット・ポジション数 

� コラム S : coupon：未使用 
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〔リスクパラメータファイル読み込み時 Data Window(データウインドウ)表示画面〕 

 

以上の項目をExcelファイルに入力し、csvファイル形式で保存すれば、ポートフォリオ作成に必要

な PC-SPAN４への読み込みデータファイルの作成は完了です。 

〔PC-SPANポートフォリオ作成用データファイル作成イメージ〕 

 

コラムｌ：ec 

コラム K：exch 

コラム L：pfCode 

コラム J：cc 
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③ XML ファイルへの変換 

②で作成したデータファイルを PC-SPAN に読み込むようにするために、PC-SPAN のユーテ

ィリティプログラム（SpanPosConv.exe）を使って、csvファイルからXML形式のファイル（*.pos）

に変換します。 

以下に、コマンド実行例を示します。 

 

【コマンド例】 

c:\Span4\util\SpanPosConv c:\span4\Data\*.csv c:\span4/Data/*.pos \np 

 

 

（注）上記は、SpanPosConv.exe を PC-SPAN がインストールされているフォルダ配下の”util”

フォルダに、データファイル（*.csv）および変換後の XMLファイル(*.pos)を同じく PC-SPANが

インストールされているフォルダ配下の”Data”に置いて実行した例になります。（*は任意のフ

ァイル名） 

 

④ XML ファイルの読み込み 

XMLファイルをPC-SPANに読み込む前に、ファイルに入力した”date”と同じ日付で JCCHが

発行しているリスクパラメータファイルを読み込みます。 

次に、上記③で作成したポートフォリオを作成するための XML ファイル（*.pos）を PC-SPAN

に読み込むと、ポートフォリオが自動的に作成されます。 

なお、リスクパラメータファイルおよび XML ファイルの PC-SPANへの読み込み方法は、本マ

ニュアル第 4章(3)（16ページ）に記載されている手順と同じです。 
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第６章  証拠金所要額の計算  

(1) 証拠金の計算方法 

① 特定のポートフォリオについて証拠金計算を行う場合 

特定のポートフォリオだけを選び証拠金計算を行う場合は、証拠金計算を行うポートフォリオ

の上にカーソルを置き、メニューバーアイコンの+/+/+/+/----を押下するか、あるいは「File（ファイル）」

→「Calculate Portfolio(s) Requirements（ポートフォリオの証拠金計算）」を選択して、証拠金

計算を実行します。 

 

 

同じ日付のリスクパラメータファイルについて作成された「Portfolios（ポートフォリオ）」配下全て

のポートフォリオの証拠金計算をする場合、作成したポートフォリオの上位フォルダ、

「Portfolios（ポートフォリオ）」上にカーソルを置き、メニューバーアイコンの+/+/+/+/----を押下するか、

「File（ファイル」→「Calculate Portfolio(s) Requirements（ポートフォリオの証拠金計算）」を選択

し、実行します。 

 

 選択 
（2009年 9月 24日最終決済） 

（ポートフォリオ） 

（※ポートフォリオ名”JCCH-a-N/A-(JPY)”） 

（取引所グループ） 
（CME-CME クリアリング） 

（※ポートフォリオ名”JCCH-b-N/A-(JPY)”） 

（2009年 9月 24日最終決済） 
（ポートフォリオ） 

（※ポートフォリオ名”JCCH-b-N/A-(JPY)”） 
（※ポートフォリオ名”JCCH-a-N/A-(JPY)”） 

（取引所グループ） 

選択 選択 
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② 複数日付のポートフォリオの証拠金計算を行う場合 

最上位の SPAN フォルダの上にカーソルを置き、メニューバーアイコンの+/+/+/+/----を押下するか、

あるいは「File（ファイル）」→「Calculate Portfolio(s) Requirements（ポートフォリオの証拠金計

算）」を選択すると以下の画面が表示されます。 

ここで、「All Portfolios（全てのポートフォリオ）」を選択し「OK」ボタンを押下すると、PC-SPAN

に作成されている全てのリスクパラメータファイルについて作成されている全てのポートフォリ

オの証拠金計算を行います。 

 

また、「All Portfolios for selected Point In Time（選択したポイント・イン・タイムの全てのポート

フォリオ）」を選択し「OK」ボタンを押下すると、「Point In Time（ポイント・イン・タイム）」で選択し

た日付のリスクパラメータファイルについて作成されている全てのポートフォリオについて証拠

金計算を行います。 

（以下は、2009年 9月 24日の最終決済時のリスクパラメータファイルについて作成された全て

のポートフォリオについて証拠金計算を行う場合の例です。） 

 

 

（ポイント・イン・タイム） 

（全てのポートフォリオ） 

選択 選択 
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「Selected portfolios for Point In Time（ポイント・イン・タイムで選択されたポートフォリオ）」を選

択し「OK」ボタンを押下すると、Point In Time（ポイント・イン・タイム）で選択した日付のリスクパ

ラメータファイルについて作成されているポートフォリオのうち、ここで選択されたポートフォリオ

についてのみ証拠金計算を行います。 

（次の例は、2009 年 9 月 24 日のリスクパラメータファイルについて作成されたポートフォリ

オ”JCCH-a-N/A-(JPY)”についてのみ証拠金計算を行う場合の例です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ポイント・イン・タイム） 

（ポイント・イン・タイムで選択されたポートフォリオ） 

ポートフォリオを選択し証拠金

計算が実施可能 
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③ 親ポートフォリオの計算 

親ポートフォリオを設定した場合は、親ポートフォリオの上にカーソルを置き、メニューバーア

イコンの+/+/+/+/----を押下するか、「File（ファイル）」 → 「Calculate Portfolio(s) Requirements（ポー

トフォリオの証拠金計算）」を選択して、証拠金計算を実行します。 

親ポートフォリオの証拠金計算を実行すると、その配下に設定された全ての子ポートフォリオ

の証拠金計算をまとめて実行することができます。 

例えば、ポートフォリオ”JCCH-a”と”JCCH-b”の親ポートフォリオに”parent_JCCH”が指定さ

れている場合、”parent_JCCH”を選択して証拠金計算を実行すると、配下にある子ポートフォ

リオの”JCCH-a”と”JCCH-b”の証拠金計算も実行されます。 

 

 

（子ポートフォリオ） 

（親ポートフォリオ） 

選択 選択 

（2009年 9月 24日最終決済） 
（ポートフォリオ） 

（子ポートフォリオ） 

（取引所グループ） 
（CME-CME クリアリング） 

親ポートフォリオ上にカーソルを置いた

状態で証拠金計算を実行すると子ポー

トフォリオの分も計算できる 
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(2) 証拠金計算結果の確認 

証拠金計算結果は、ポートフォリオ入力画面の「Performance Bond Requirements（証拠金計

算結果）」タブで確認することができます。 

「Maintenance Requirements(維持証拠金)」および「Initial Requirements(当初証拠金)」につい

て、「SPAN Risk(スパンリスク額)」から「Available Net Option(ネット・オプション価値の総額)」を

差し引いた額が、「Total Requirement(証拠金所要額)」として表示されます。 

① 特定のポートフォリオを選択し証拠金計算を実行した場合 

特定のポートフォリオを選択して証拠金結果を実行した場合は、以下のとおり証拠金計算結

果が表示されます。 

 

（注）上記例では、CME が提供するリスクパラメータファイルにおいて当初/維持証拠金比率

が設定されているため、当初証拠金が維持証拠金より多くなっていますが、当該比率が設定

されていない場合（1 が設定されている場合）は、当初証拠金と維持証拠金は同額になります。

（SPAN リスク額） 

（ネット オプション価値の総額） 

（証拠金所要額） 

（維持証拠金） 

（当初証拠金） 

（SPAN リスク額） 

（ネット オプション価値の総額） 

（証拠金所要額） 
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複数のポートフォリオをまとめて証拠金計算を実行した場合 

複数のポートフォリオをまとめて証拠金計算を実行した場合は、計算結果は以下のようなス

プレッド・シートで表示されます。また表示したデータは、「Export Data（データ出力）」ボタンを

押下することにより、csv ファイルで出力することができます。 

 

 

 

② 親ポートフォリオの証拠金計算を実施した場合 

親ポートフォリオの証拠金計算を実行した場合は、計算結果は以下のように、親ポートフォリ

オの計算結果は全ての子ポートフォリオの証拠金所要額を合算した額となります。 

 

〔子ポートフォリオ”JCCH-a”の証拠金計算結果〕 

a１１１１ 

a2 

(売り先物価値) (ネット・先物価値) (買い 
オプション価値) 

(売り 
オプション価値) 

(ネット・ 
オプション価値) 

(買い先物価値) 
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〔子ポートフォリオ”JCCH-b”の証拠金計算結果〕 

 

 

〔親ポートフォリオ”parent_JCCH”の証拠金計算結果〕 

 

子ポートフォリオの合算額

（a1+b1）になります。 

子ポートフォリオの合算額

（a2+b2）になります。 

ｂｂｂｂ１１１１ 

ｂｂｂｂ2 
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証拠金計算実行後、証拠金計算画面の「OK」ボタンを押下しポートフォリオを閉じると、証拠

金計算を実施済の当該ポートフォリオのアイコンは、赤色から緑色に変わります。 

 

 

証拠金計算結果を取り消したい場合は、計算済（緑色）のポートフォリオ上にカーソルを置い

た状態で右クリックし、「Clear Calculation Results（計算結果のクリア）」を選択すると、計算結

果が取り消され、アイコンが計算前の赤色の状態に戻ります。「Portfolios（ポートフォリオ）」

配下の全ての計算済(緑色)ポートフォリオの計算結果を計算前の状態に戻したい場合は、

「Portfolios（ポートフォリオ）」の上にカーソルを置いた状態で右クリックし、「Clear Calculation 

Results（計算結果のクリア）」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑色：証拠金計算後 

赤色：証拠金計算前 
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第７章  PC-SPANのレポート機能 

PC-SPAN でポートフォリオの所要額計算を実行すると、レポートが作成できるようになります。

PC-SPAN でレポートを作成するには、PC-SPAN の基本画面「Reports(レポート)」タブを選択し画

面から直接作成する方法と、PC-SPAN のユーティリティを利用して作成する方法との２種類があ

ります。 

(1) PC-SPANの「Reports（レポート）」タブから作成する方法 

① 「Reports（レポート）」タブの表示 

PC-SPAN でレポートを表示するには、PC-SPAN の「Reports（レポート）」タブを選択します。 

 

 

「Reports(レポート)」タブを押下すると、以下のポップアップ画面が表示されます。 

選択 
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左側の「Contents（目次）」に作成可能なレポート一覧が表示されますので、表示したいレポ

ートをメニューから選びクリックします。 

 

※上図、About PC-SPAN4 Reportsの内容 [レポートの基本操作方法] 

左側の「Contents (目次)」に一覧表示されているレポートを作成することができます。 

レポートを作成するには、左側の該当するテキストをクリックします。 

別の SPAN ドキュメントを選択するには、左側の「New Document(新規ドキュメント)」をクリッ

クします。 

ツールバーのボタンを使って、以下の操作を行うことができます。 

 

� 現在のページを印刷するときは、[Current] アイコンをクリックします。 

� 全てのページを印刷するときは、[All]アイコンをクリックします。 

� レポートをファイルに保存するときは、[FD の記号]アイコンをクリックします。 

注意：コンピュータのファイルシステムにアクセスするためには、ActiveX コントロールを実

行できるようにする必要があります。 

� レポートページを移動するときは、[⇤] [←] [→] [⇥]のいずれかのボタンを使います。 

� 特定のレポートページに移動するときは、ページ番号を入力して「Go to Page (ページに移

動)」をクリックします。 

� ページの大きさを変更するときは、新規の値を入力して、「Page Size(ページサイズ)」をクリ

ックします。 

PC-SPAN で作成可能なレポート一覧

ここの詳細は次ページ参照。 
レポート機能の説明と操作方法 

ここの詳細は下記を参照。 
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(2) PC-SPAN で作成されるレポートの種類 

PC-SPAN で作成できる主なレポートには、Portfolio（ポートフォリオ）レポートと Risk 

Parameters（リスク・パラメータ）レポートの２種類があります。 

なお、ここでは主なものについて解説します。 

① Portfolio(ポートフォリオ)レポート 

Portfolio(ポートフォリオ)レポートには以下の種類があります。 

 

i) 「「「「Positions(Positions(Positions(Positions(ポジポジポジポジションションションション・・・・レポートレポートレポートレポート))))」」」」    

「Contents（目次）」の「Positions（ポジション）」を選択すると、ポートフォリオに含まれる商

品について、詳細レポートが表示されます。 

 

ii) 「「「「Requirements Requirements Requirements Requirements （（（（証拠金証拠金証拠金証拠金レポートレポートレポートレポート）」）」）」）」    

このレポートでは、選択したポートフォリオの証拠金計算結果の全体を表示します。 

「Core Initial Requirements（当初証拠金額）」および「Core Maintenance Requirements（維

持証拠金額）」などが表示され、後半部分では、清算機関または取引所単位の証拠金計

算結果の詳細が表示されます。 

（注）当初／維持証拠金調整比率が設定されていない場合（1 が設定されている場合）は、

当初証拠金と維持証拠金は同額になります。 

 

iii) 「「「「Req.SummaryReq.SummaryReq.SummaryReq.Summary（（（（証拠金証拠金証拠金証拠金サマリーサマリーサマリーサマリー・・・・レポートレポートレポートレポート）」）」）」）」 

このレポートでは、前半部分にはRequirement（証拠金レポート）と同じ内容が表示され、後

半部分では、証拠金計算結果のサマリーが表示されます。 

 

iv) 「「「「Req.ListingReq.ListingReq.ListingReq.Listing（（（（証拠金証拠金証拠金証拠金リストリストリストリスト・・・・レポートレポートレポートレポート）」）」）」）」 

このレポートでは、ポートフォリオで設定した「Firm（ファーム）」、「Account（アカウント）」、

「Currency（通貨）」ごとに SPAN により算出された証拠金所要額の一覧を表示します。 

 

v) 「「「「Period DeltasPeriod DeltasPeriod DeltasPeriod Deltas（（（（デルタデルタデルタデルタ・・・・レポートレポートレポートレポート）」）」）」）」 

このレポートでは、商品グループの各限月ごとのポートフォリオのネットおよびグロスの元

デルタ、商品内および商品間スプレッド後に残るデルタなどが表示されます。 

 

vi) 「「「「Scan TierScan TierScan TierScan Tier（（（（スキャンスキャンスキャンスキャン・・・・ティアティアティアティア・・・・レポートレポートレポートレポート）」）」）」）」 

このレポートでは、商品グループごとのスキャン・リスク・シナリオの損益が表示され、最も

大きな損害シナリオが特定されます。 
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vii) 「「「「Inter TieInter TieInter TieInter Tiersrsrsrs（（（（商品間商品間商品間商品間ティアティアティアティア・・・・レポートレポートレポートレポート）」）」）」）」 

このレポートでは、各商品グループの商品間スプレッド割引額が表示されます。さらに、ス

キャン・リスク、時間、ボラティリティ、価格、加重プライス・リスクごとの詳細も表示されます。 

 

viii) 「「「「Intra TiersIntra TiersIntra TiersIntra Tiers（（（（商品内商品内商品内商品内ティアティアティアティア・・・・レポートレポートレポートレポート）」）」）」）」 

このレポートでは、各商品グループの商品内スプレッド・クレジット額が表示されます。さら

に、Original（オリジナル・デルタ）および Remaining（残余デルタ）ごとの詳細も表示されます。 

 

ix) 「「「「SOM TiersSOM TiersSOM TiersSOM Tiers（（（（売売売売りりりりオプションオプションオプションオプション最低証拠金額最低証拠金額最低証拠金額最低証拠金額レポーレポーレポーレポートトトト）」）」）」）」 

このレポートでは、各商品グループの売りオプション最低証拠金額が表示されます。ポジ

ションが売りポジションを含む場合は、売りオプション最低証拠金額を表示し、さらにコール

およびプットごとの売りオプションも表示します。 

 

x) 「Scan Risk Contr(Scan Risk Contr(Scan Risk Contr(Scan Risk Contr(ポジションレベルポジションレベルポジションレベルポジションレベルのののの証拠金所要額証拠金所要額証拠金所要額証拠金所要額レポートレポートレポートレポート))))」」」」    

このレポートでは、ポジションごとのアクティブ・シナリオの損益を表示しますので、ポジショ

ンレベルで証拠金所要額を見たい場合に役立ちます。なお、SPAN では、利益が負の値、

損失が正の値で表示されますのでご注意ください。 

 

② リスクパラメータ・レポート 

「Report（レポート）」タブのRisk Parameters Reportsを選択すると、PC-SPANに読み込んだリ

スクパラメータファイルに設定されている各パラメータの内容を表示するレポート一覧が表示

されます。 

 

③ レポートを作成するポートフォリオの選択 

PC-SPAN に複数のポートフォリオが作成されている場合は、どのポートフォリオについてレ

ポートを表示するかを問い合わせるポップアップ画面が表示されますので、全てのポートフォ

リオについて表示したい場合は「All（全て）」、特定のポートフォリオを表示したい場合は表示

したいポートフォリオを選択して「OK」ボタンを押下します。 

なお、PC-SPAN に１つのポートフォリオしか作成されていない場合は、表示したいレポートを

メニューから選びクリックすると、ポップアップ画面が表示されずに、そのまま選択したレポー

トが表示されます。 
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〔複数のポートフォリオが作成されている場合〕 

 

 

 

作成したポートフォリオ全てについてレポート

を表示する場合は「All（全て）」を選択 

特定のポートフォリオについてレポートを表

示する場合は、特定のポートフォリオを選択 
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(3) スクリプトを実行してレポートを作成する方法 

PC-SPAN には、画面からレポートを表示、作成する以外に、インタラクティブ・モードまたはバ

ッチ・モードでレポートを作成するためのユーティリティプログラムが提供されています。 

① PC-SPANユーティリティ（SpanReporter）のダウンロード 

インタラクティブ・モードまたはバッチ・モードでレポートを作成するためには、PC-SPAN のユ

ーティリティプログラム（SpanReporter）が必要になります。 

SpanReporterを入手するには、PC-SPANの購入後、PC-SPANをダウンロードするために通

知される URLにログオンし、PC-SPANのユーティリティプログラム、SpanReporterをダウンロ

ードします。 

なお、SpanReporter を実行するには、あらかじめ Microsoft .NET Framework を 

インストールしておく必要があります。  

 

② インタラクティブ・モードで作成できるレポート 

インタラクティブ・モードでは、PC-SPAN のブラウザ画面で表示可能な以下のレポートなどを

作成することが可能です。 

� ポートフォリオ・レポート（XMLベースのレポート）。 

-Requirements（証拠金レポート） 

-Positions（ポジション・レポート） 

� リスクパラメータ・レポート（XMLベースのレポート） 

-Exchange Rates(通貨変換レポート)： 

（PC-SPANのブラウザで表示するレポートと同じ） 

 

③ バッチ・モードで作成できるレポート 

バッチ・モードでは、PC-SPAN のブラウザ画面で表示可能な以下の PDF／CSV フォーマット

のいずれか１つまたはそれ以上のレポートを作成することができます。 

� Requirements(証拠金レポート) 

� Positions(ポジション・レポート) 
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④ 実行コマンド例 

以下にインタラクティブ・モードまたはバッチ・モードでレポートを作成する場合のコマンド例を

示します。 

ユーティリティプログラムの Risk Reporter、入力ファイル（*.spn のファイル）、出力ファイル（レ

ポートとして表示したいファイル名）が置かれたフォルダパスをそれぞれ指定し実行します。 

 

【インタラクティブ・モードのコマンド例】 

※Requirements（証拠金レポート）を CSVファイルで作成する場合 

  C:\Span4\util\SpanReporter C:\Span4\Data\MySpan02.spn /PbReq 

 

※Requirements（証拠金レポート）を PDF ファイルで作成する場合 

  C:\Span4\util\SpanReporter C:\Span4\Data\MySpan02.spn /PbReq_PDF 

 

 

  【バッチ・モードのコマンド例】 

※Requirements（証拠金レポート）および Positions（ポジション・レポート）を作成する場合 

 C:\Program Files\CME\RiskReporter\RiskReporter.exe  

C:\Span4\Data\MySpanDoc.spn /PbReq /NetPos  

 

⑤ Risk Reporter起動時の注意事項 

� バッチ・モードでは、少なくても１つの入力ファイルとレポートを特定する必要があります。 

� 実行コマンドは、環境に応じて特定してください。 

� バッチ・レポートは同時に複数作成することができます。 

� インタラクティブ・モードでは、作成したレポートは全て Excel または PDFフォーマットにエク

スポートすることができます。 

 

(4) レポートの印刷および保存 

PC-SPAN で作成したレポートは印刷、および保管先を指定して保存することができます。 

① レポートの印刷 

表示されているレポートを印刷する場合は、メニューバーの Current アイコンをクリックし印刷

します。レポートが複数ページに渡る場合で全てのページを印刷する場合はメニューバーの

All アイコンをクリックし、印刷します。 

（レポートの全ページ数は、メニューバーの「Page（ページ）」欄に表示されます。） 
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② レポートの保存 

レポートを保存する場合は、メニューバーの FDアイコンをクリックし、保存します。デフォルト

では、PC-SPAN がインストールされている「C:\Span4\Reports」フォルダに html ファイルとし

て保存されますが、任意の場所または名前を指定することもできます。 

 

③ 複数ページに渡るレポートの表示 

作成したレポートが複数ページに渡る場合、メニューバーの矢印アイコンをクリックすると、以

下のとおりページを移動することができます。 

“A”の←←←←アイコンをクリックすると、最初のページに移動します。 

“B”の←←←←アイコンをクリックすると、前のページを表示します。 

“C”の→→→→アイコンをクリックすると、次のページを表示します。 

”D”の→→→→アイコンをクリックすると、最後のページを表示します。 

 

〔レポートメニュー画面〕 

 

 

 

 全頁数 現在の頁を印刷 全頁印刷 データ保存する場合 

A B C D 



 43 

第８章  ポートフォリオ・データの保存 

 

作成したポートフォリオ・データは保存することができます。また、保存したデータはリスクパラメー

タファイルを読み込む方法と同じ方法で、PC-SPAN に読み込み、保存した状態から再び利用する

こともできます。ポートフォリオ・データの保存には、SPAN ドキュメントとして全データを保存する方

法と、ポジション・データのみを保存する方法の２つの方法があります。 

 

(1) SPAN ドキュメントとして全データを保存する方法 

SPAN ドキュメントとして作成したポートフォリオ・データを保存するには、メニューバーの「File

（ファイル）」→「Save（保存）」または「Save As（～として保存）」をクリックするか、メニューバー

のFDアイコンをクリックします。（前者の操作で初めてSPANドキュメントとして保存する場合は、

「Save As（～として保存）」を選択してください。） 

デフォルトのファイル名は”SPAN.spn”、デフォルトの保存先はPC-SPANがインストールされて

いるフォルダ配下の”Data”となっていますが、任意の名称および保存先を指定することもでき

ます。 

この方法で保存したデータは、再び PC-SPANに読み込むだけですぐに利用することができま

すが、保存するデータ量は増大します。 

 

(2) ポジション・データのみを保存する方法 

ポジション・データだけを保存するには、配下に作成したポートフォリオのポジション・データを

全て保存する場合は「Portfolios（ポートフォリオ）」を選択、または「Portfolios（ポートフォリオ）」

配下のポジション・データを保存したい任意のポートフォリオ上にカーソルを置いた状態で右ク

リックし、「Copy Positions to File（ポジションをファイルにコピーする）」を選択するか、メニュー

バーの保存アイコンをクリックし、任意のファイル名を入力して「保存（ｓ）」ボタンを押下します。

デフォルトの保存先は、PC-SPANがインストールされているフォルダ配下の”Data”となってい

ますが、任意の保存先を指定することもできます。 

この方法で保存したデータをPC-SPANに読み込み利用するには、データを読み込む前にあら

かじめ当該ポートフォリオを作成した時点のリスクパラメータファイルを読み込んでおく必要が

ありますが、SPAN ドキュメントとして全データを保存する場合に比べて、保存するデータ量は

減少します。 
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任意のファイル名

を指定する 

デフォルトの保存先 

 SPAN ドキュメントと

して全データを保存

する場合 

※P43の(1)参照 

Copy Positions to Fileの保存

アイコン 

ポジション・データのみを保存

する場合 

※P43の(2)参照 
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第９章 その他の機能 

 これまで本マニュアルで説明してきた機能のほかに、PC-SPANには以下の機能があります。 

 

(1) ログの参照および保存機能 

PC-SPANの操作ログを見るためには、メニューバー「View（閲覧）」→「Log（ログ）」を選択する

か、メニューバーのログ表示アイコンをクリックすると、PC-SPANの画面下に操作ログが表示

されます。操作ログ画面の右側にある「Save Log（ログ保存）」をクリックすると、ログファイルと

して任意のファイル名で保存することができます。デフォルトの保存先は PC-SPAN がインスト

ールされているフォルダ配下の”Data”となっていますが、任意の名称および保存先を指定す

ることもできます。 

操作ログ画面の右側にある「Clear Log（ログ削除）」をクリックすると表示されているログが削除

され、「Details（詳細）」をクリックするとログの詳細が表示されます。 

操作ログの表示を消す場合は、メニューバー「View（閲覧）」→「Log（ログ）」のチェックをはずす

か、メニューバーのログ表示アイコンをクリックすると、表示画面が解除されます。 

View メニュー 

ログログログログ画面画面画面画面 

（ログ保存） 

（ログ削除） 

（詳細） 

ログ表示アイコン 
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(2) オーガニゼーション・マスタ・ファイルの編集および更新 

PC-SPAN をインストールすると、通常「C:￥SPAN４￥Master」にオーガニゼーション・マスタ・フ

ァイル（orgmast.mst）ができます。オーガニゼーション・マスタ・ファイルには、アカウントタイプ

情報や通貨などポートフォリオの作成に必要となる基礎データが含まれています。 

オーガニゼーション・マスタ・ファイルは、以下の CME Webサイトをクリックすると、exeファイル

（orgmast.exe）のダウンロード画面が表示されますので、「保存」を選択し、現在オーガニゼー

ション・マスタ・ファイルが置かれているフォルダに保存します。 

・ CME Webサイト（ftp://ftp.cme.com/pub/span/util） 

orgmast.exeファイルを実行すると以下の画面が表示されます。「Warning! ORGMAST.MST 

already exists. Overwrite (y/n)?（警告！オーガニゼーション・マスタ・ファイルは既に存在します。

上書きしますか？）」と聞かれますので、更新する場合は「y（はい）」を入力します。 
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オーガニゼーション・マスタ・ファイルの内容は手動で変更することもできます。例えば、英語の

通貨表示を日本語にする場合は、メニューバーから「Tools（ツール）」→「Organization Master

（オーガニゼーション・マスタ）」を選択すると、Org Master フォルダが表示されます。 

｢Currency Master（通貨マスタ）」フォルダを開くと、その配下に通貨一覧が表示されます。 

次に、変更したい通貨名をダブルクリックします。 

（セグレゲーション・タイプ・マスタ） 

（アカウントタイプ・マスタ） 

（清算機関マスタ） 

（ビジネス機能マスタ） 

（通貨マスタ） 

“JPY”の表示を“日本円”に変

更したい場合に選択 
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変更したい通貨名をダブルクリックすると以下のとおり変更画面が表示されますので、変更し

たい表示名を入力し、「OK」ボタンを押下します。 

 

 

「Do you want to save changes to the Master database?（変更をマスタデータベースに保存しま

すか？）」と問い合わせるポップアップ画面が表示されるので、変更を保存する場合は「はい

（Y）」を選択します。 

 

最後に、「Would you like to create a backup copy of the Organization Master database？（オー

ガニゼーション・マスタ・ファイルのバックアップを保存しますか？）」と問い合わせるポップアッ

プ画面が表示されるので、保存する場合は「はい（Ｙ）」、保存しない場合は「いいえ（N）」を選択

します。 

 

選択 

（小数桁数） 

（ISO通貨コード） 

（1文字通貨コード） 

（通貨名） 

変更したい名称に変更 



 49 

(3) Preference（プリファレンス）の設定 

PC-SPANの「Preference（プリファレンス）」タブには、さらに「General Parameters（共通パラメ

ータ）」および「Calculation parameters（計算パラメータ）」の２つの設定タブがあります。 

① 「General Parameters（共通パラメータ）」タブの設定 

「General Parameters（共通パラメータ）」タブでは以下の内容を設定することができます。（た

だし、初めて PC-SPAN をインストールし利用する場合は、通常、デフォルト設定のままで利

用できます。） 

 

� Organization Master File （オーガニゼーション・マスタ・ファイル） 

オーガニゼーション・マスタ・ファイルのフルパスとファイル名 

� SPAN File Directory （SPAN ファイルディレクトリ） 

SPAN リスク・パラメータを読み込む際に PC SPANが参照するデフォルトのディレクトリ 

� SPAN Report Module （SPAN レポートモジュール） 

SPAN Report Module（SPAN レポートモジュール）のメインページのフルパスとファイル名 

� SPAN Documentation Module（SPAN ドキュメントモジュール） 

SPAN Documentation Module（SPAN ドキュメントモジュール）のメインページのフルパスと

ファイル名 

� Parameter File Loading （パラメータファイルの読み込み） 

-Skip Product Marked for Skipping（指定した商品は読み込まない） 

オーガニゼーションファイルの中で「marked for skipping（読み飛ばす）」とマークされた商品

を指定し、リスクパラメータファイルの読み込みの際、指定された商品は無視されます。特

定の取引所や清算機関の特定の商品以外のものを無視したい場合などに、この機能を利

用することができます。 

-Skip Zero Period Contracts（契約期間が０の商品は読み込まない） 

SPANファイルの中で、価格がゼロの商品を指定し、SPAN ファイルが読み込まれる際に、

指定された商品は無視されます。
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〔General Parameters（共通パラメータ）設定画面〕 

※JCCHで使う項目のみ日本語訳を併記しています。 

 

② 「Calculation Parameters（計算パラメータ）」タブの設定 

「Calculation Parameters（計算パラメータ）」タブでは以下の内容を設定することができます。

（ただし、初めて PC-SPANをインストールし利用する場合は、デフォルト設定のままで利用で

きます。） 

 

� Native Currency（自国通貨） 

ポートフォリオで使用するデフォルトの値です。各ポートフォリオの証拠金所要額を日本円

で表示したければ、「JPY（日本円）」を設定します。 

� Conversion Currency（換算通貨） 

クロス・レートで使用する単一通貨です。例えば、あるポートフォリオの商品グループの証

拠金額が CAD（カナダドル）で、そのポートフォリオの通貨が JPY（日本円）、換算通貨が

USD(米ドル)の場合、まず CAD から USDに変換され、USD から JPY に換算されます。 

 

 

 

 

 

（オーガニゼーション・マスタ・ファイル） 

（SPANファイルディレクトリ） 

（SPANレポートモジュール） 

（SPAN ドキュメントモジュール） 

（指定した商品は読み込まない） 

（読み込むパラメータファイル） 

（契約期間がゼロの商品を読み込まない） 
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� To Convert to Native Currency（自国通貨に換算） 

自国通貨に換算する際に PC-SPAN が使用する換算レートをどのように入手するかを指

定します。 

-Use Rate from SPAN File（リスクパラメータファイルに含まれるレートを使用） 

リスクパラメータファイルの商品グループにある清算機関の通貨換算レートが使用されま

す。 

-Use This Rate（このレートを使う） 

任意の換算レートを入力すると、その値を適用することが出来ます。 

� Logging（ログ取得） 

取得したいイベントログを特定します。 

-Severity（重要度） 

証拠金所要額の計算の間に起きたエラーや警告をどのように処理するかを指定します。 

（通常は「Include Errors and Warnings（エラーと警告を含む）」を選択してください。） 

-Log Whaｔ（ログの処理方法） 

証拠金所要額の計算時に発生したエラーおよび警告の処理方法を指定できます。

PC-SPAN では、リスクパラメータファイルやポジション・ファイルのダウンロードの間に起き

た異常時のイベントを記録します。 

（通常は「Include calculations - all details (slow)（全ての詳細な計算結果を含む）」 を選択

してください。） 

※JCCHで使う項目のみ日本語訳を併記しています。 

（自国通貨） 

（通貨） 

（換算通貨） 

（自国通貨に換算） 

（SPAN リスクパラメータファイルのレートを使う） 

（このレートを使う） 

（ログ取得） 

（重要度） 

（エラーを含む） 

（エラーと警告を含む） 

（ログの処理方法） 

（全ての詳細な計算結果を含む） 
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第１０章 スクリプト・ユーティリティ 

(1) スクリプト・ユーティリティ 

PC-SPANのスクリプト・コンポーネントは spanitspanitspanitspanitと呼ばれ、本体とは別の機能として利用できま

す。このスクリプト・コンポーネントは、以下のコマンドを入力することでコマンドラインまたはバ

ッチファイルから呼び出すことができます。 

 

    SPANIT SPANIT SPANIT SPANIT file Name 

 

ここのファイル名（file Name）には、スクリプト・ファイルのフルパス名を指定します。スクリプト・

コンポーネントは、スクリプト・ファイルの中でコマンドを実行し、実行成功時には０、実行失敗

時には１を返します。 

 

(2) スクリプトの一般的なルール 

スクリプトは通常の ASCII ファイルで書かれなくてはなりません。ファイルシステムにより設けら

れる規制を除いて、ファイル名をつける上で制限はありません。全てのファイルコマンドは、

別々の行に記述します。コマンドのパラメータは、コンマで区切ります。パラメータ間の区切りス

ペースおよびコマンド間の空白行には制限はありません。 

コメントは、別の行に記述してください。コマンドキーワード以外で始まる行はコメントとみなされ

ますが、コメント行は“//”で始めるようにしてください。全てのコマンドは本マニュアルの記載ど

おりに入力することを推奨します。全てのコマンドの最後の有効なパラメータの後にあるテキス

トは無視されますが、スクリプトの処理速度低下等を招くので、コメントの書き方としては推奨し

ません。 

 

(3) SPANIT で有効なコマンド 

① PC-SPANに fileName で指定したファイルを読み込むコマンド 

PC-SPAN にファイルを読み込むためにはこのコマンドを使います。このコマンドは、すべて

のファイル形式（*.par，*.pa2， .txt（ポジション・ファイル），XML）をサポートしています。

NOREPLACEフラグはPC-SPANが既にダウンロードされている清算機関をファイルから読み

込んだ清算機関に置き換えない場合に使用します。（デフォルト設定では置き換えます。） 

ポジション・ファイル（.txt または XML 形式＝*.pos）を読み込む場合には、任意設定のパラメ

ータを利用できます。Span4 の拡張様式で*.txt ポジション・ファイルを読み込み、この様式

（XML ファイルの中にリスクパラメータファイルを持つ様式）のまま利用したいときには，

USEXTLAYOUT フラグが利用できます。 

そのほかのパラメータでポジションを読み込む（計算を行う）point in time（ポイント・イン・タイ

ム）を指定します。特にパラメータを指定しなければ、ポジションはファイルの中で指定されて

いる point in time（ポイント・イン・タイム）のデータが適宜読み込まれます。ファイルに point in 
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time（ポイント・イン・タイム）が指定されていなければ、最初に使われた point in time（ポイン

ト・イン・タイム）が使われます。なお、多くの場合は、日付だけから point in time（ポイント・イ

ン・タイム）を明確にすることができるので、必ずしも point in time（ポイント・イン・タイム）を全

て指定する必要はありません。 

 

 

 

上記コマンドにおける各パラメータの記載項目は以下の通りです。 

� fileName(ファイル名)：読み込みファイルのフルパス名（必須） 

� busDate(営業日)：YYYYMMDD フォーマット（任意） 

� settleFlag(決済フラグ)：S（＝最終）、I(＝日中)（任意） 

� finalFlag(最終フラグ)：E（＝緊急）、F（＝通常）（任意） 

� busTime(営業時刻)：HHMMフォーマット（任意） 

� description(記述)：point in time（ポイント・イン・タイム）（任意） 

 

② PC-SPANに読み込まれたポートフォリオを計算するコマンド 

PC-SPAN に読み込まれたポートフォリオを計算するためにはこのコマンドを使います。パラ

メータが指定されなければすべてのポートフォリオについて計算を行います。point in time（ポ

イント・イン・タイム）を指定するパラメータがあれば、指定された point in time（ポイント・イン・

タイム）に係るポートフォリオだけが計算されます。多くの場合、point in time（ポイント・イン・タ

イム）を特定するには日付だけで十分なので、必ずしも point in time（ポイント・イン・タイム）を

完全に指定する必要はありません。もし、point in time（ポイント・イン・タイム）に加えて、特定

のポートフォリオを指定するパラメータがあれば、指定された point in time（ポイント・イン・タイ

ム）のうち関係のあるポートフォリオについてのみ計算を行います。 

 

 

 

上記コマンドにおける各パラメータの記載項目は以下の通りです。 

� busDate(営業日)：YYYYMMDD フォーマット（任意） 

� settleFlag(決済フラグ)：S（＝最終）、I(＝日中)（任意） 

� finalFlag(最終フラグ)：E（＝緊急）、F（＝通常）（任意） 

� busTime(営業時刻)：HHMMフォーマット（任意） 

� description(記述)：point in time（ポイント・イン・タイム）（任意） 

� firmCode（ファーム・コード）：ポートフォリオのファーム・コード(任意) 

� acctCode（アカウント・コード）：ポートフォリオのアカウント・コード（任意） 

� segType（セグメント・タイプ）：ポートフォリオの CUST または HOUSの識別（任意） 

Calc [busDate [,settleFlag [(,finalFlag | ,busTime)[, description]]]] [[,]PORTFOLIO [,firmCode 

[,acctCode [,segType]]]] 

Load fileName [(,NOREPLACE |,USEXTLAYOUT)][,busDate [,settleFlag [(,finalFlag 

| ,busTime)[, description]]]] 
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③ PC-SPANに読み込まれたポートフォリオを削除するコマンド 

PC-SPAN に読み込まれたポートフォリオとリスクパラメータファイルを削除するためにはこの

コマンドを使います。もし任意のパラメータが設定されなければ、すべてのポートフォリオとリ

スクアレイ値が削除されます。point in time（ポイント・イン・タイム）を指定するパラメータがあ

れば，指定されたpoint in time（ポイント・イン・タイム）に関するものだけが削除されます。ほと

んどの場合、日付だけで point in time（ポイント・イン・タイム）が特定されるため，必ずしも

point in time（ポイント・イン・タイム）を完全に指定する必要はありません。point in time（ポイ

ント・イン・タイム）のほかに特定のポートフォリオを指定するパラメータがあれば、指定された

point in time(ポイント・イン・タイム)のうち、関係のあるポートフォリオについてのみ削除を行

います。 

 

 

 

上記コマンドにおける各パラメータの記載項目は以下の通りです。 

� busDate(営業日)：YYYYMMDD フォーマット（任意） 

� settleFlag(決済フラグ)：S（＝最終）、I(＝日中)（任意） 

� finalFlag(最終フラグ)：E（＝緊急）、F（＝通常）（任意） 

� busTime(営業時刻)：HHMMフォーマット 

� description（記述）：point in time（ポイント・イン・タイム）（任意） 

� firmCode（ファーム・コード）：ポートフォリオのファーム・コード(任意) 

� acctCode（アカウント・コード）：ポートフォリオのアカウント・コード（任意） 

� segType（セグメント・タイプ）：ポートフォリオの CUST または HOUSの識別（任意） 

 

④ PC-SPANの計算結果をファイルに保存するコマンド 

PC-SPANの計算結果を XML形式のファイルに保存するために使います。 

 

 

fileName には、読み込みファイルの完全なファイル名を指定します。ファイルは XML ファイル

形式で保存されます。（ファイル名は必須） 

 

Delete [busDate [,settleFlag [(,finalFlag | ,busTime)[, description]]]] [[,]PORTFOLIO [,firmCode 

[,acctCode [,segType]]]] 

Save fileName 
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⑤ PC-SPANのログを取得するコマンド 

PC-SPAN のログ取得に係るパラメータを指定するためにはこのコマンドを使います。記述す

る場所は問いません。パラメータとして設定可能な値は，（プロセス・リミットに関して） 

PROC_ID_LOAD_RISK ＝10 

PROC_ID_LOAD_POS ＝20 

PROC_ID_LOAD_XML ＝30 

PROC_ID_OMNIBUS ＝40 

PROC_ID_CALC_START ＝51 

PROC_ID_CALC_PBOND ＝60 

PROC_ID_CALC_SPREAD ＝70 

PROC_ID_CALC_LIQ_RISK ＝80 

PROC_ID_CALC_DETAIL_START ＝101 

PROC_ID_CALC_SPREAD_DETAIL ＝110 

PROC_ID_CALC_ LIQ_RISK_DETAIL ＝120 

PROC_ID_CALC_ POS_DETAIL ＝130 

PROC_ID_UPPER ＝-1 

（プライオリティ・リミットに関して） 

PRIORITY_ID_LOW ＝-1 

PRIORITY_ID_NORMAL ＝10 

PRIORITY_ID_WARNING ＝20 

PRIORITY_ID_ERROR ＝30 

＊デフォルトでは 0 と 30（エラーだけがログ取得されます）。 

 

 

上記コマンドにおける各パラメータの記載項目は以下の通りです。 

� processLimit（プロセス・リミット）：ログメッセージのプロセス IDの上限（必須） 

� priorityLimit（プライオリティ・リミット）：ログメッセージ優先度の下限（任意） 

 

⑥ 取得ログをファイルに保存するコマンド 

PC-SPANログを保存するのに使います。このコマンドは、スクリプト中の好きな場所に入れる

ことができます。 

 

 

fileNameには、ログファイルの完全なファイル名を指定します。このコマンドは、スクリプト内で

あればどこに記述してもかまいません。（ファイル名は必須） 

Log [processLimit][,priorityLimit]  

LogSave fileName 


